



















アンケートは 2020 年 9 月 16 日～9 月 27 日に実施し，有効回答数は 220 件であった。ただし，質
問項目によっては，無回答のものがあった。調査対象は，筆者の知人等である。年齢層は，若年層












は，BCCWJ では約 40％であった。ここには記していないがケレドモ・ケレドが約 60％であるのに
対しては少なかった。ケドは話しことば的で，書きことばでは文体が低く感じられるため，使用率が
低いのではないかと考え，話しことばの意識を調査した。





％ 実数 ％ 実数
BCCWJ 40.4 737 59.6 1086 1823



















カラに接続する場合も，図表 2 の通り，丁寧体の割合は BCCWJ が約 38％であったが，アンケー
トは約 60％で，20％ほど多い（x2（1）＝40.006  p＜.01）。ノデに接続する場合は，図 3 が示す通り






％ 実数 ％ 実数
BCCWJ 37.6 1610 62.4 2676 4286




















％ 実数 ％ 実数
BCCWJ 19.6 2951 80.4 12120 15071


















タラは，図表 4 に示したように丁寧体の割合は，BCCWJ では約 9％であったが，アンケートでは





％ 実数 ％ 実数
BCCWJ  8.6 981 91.4 10481 11462






















％ 実数 ％ 実数
ト
BCCWJ 2.8 431 97.2 14713 15144
アンケート 5.0  11 95.0 　209 　220
ノニ
BCCWJ 0.2 　2 99.8 　821 　823
アンケート 6.4  14 93.6 　206 　220
丁寧
非丁寧
97.2 95.0 99.8 93.6
























ノニは，図 5 に示したとおり，丁寧体の割合は 6％ほどであるが，動詞が敬語の場合は図表 6 に示し





％ 実数 ％ 実数
ノニ  6.4 14 93.6 206 220






















A 類は文の要素に制限があり，C 類は，A 類に現れる要素の他，否定辞やテンスを示すことができ，
B 類はその中間と位置づけている。従属度という点では，C 類の従属度が低いということである。
従属度が低ければ，従属節内に丁寧体を用い，主節でも丁寧体を用いることができる。南（1974）
が C 類に位置づけたケドやカラは，アンケートではどちらも 60％程度は丁寧体で，従属度が低いと











BCCWJ では，接続助詞ガに接続する場合，調査した 223 例中 172 例（77.1％）で，形容詞＋丁寧
─（ 5 ）─
体の使用が見られた。一方，ケレド類は 444 例中 109 例（24.5%），カラは 1214 例中 406 例（33.4%），




図表 1 で示したアンケート調査結果と，形容詞に接続した場合をあわせて図表 7 に示した。丁寧体
は全体で約 64％であるのに対し，形容詞に接続した場合は約 47％で，17％程度減少している（X2（1）




％ 実数 ％ 実数
ケド 63.6 140 36.4  80 220

















BCCWJ では，形容詞類に接続する場合の丁寧体は，カラ約 33％，ノデは 0％であった（嶺田 2019）。
アンケートでは，カラとノデについて，接尾語的な形容詞「～やすい」に接続する場合を調査し，比









％ 実数 ％ 実数
カラ 59.1 130 40.9  90 220
やすい＋カラ 22.3  49 77.7 171 220
ノデ 43.8  96 56.2 123 219
























連体修飾節内でも丁寧体が用いられる。アンケートでは，BCCWJ の結果を踏まえ，以下の 3 項目
について，どれぐらい丁寧体が使用されるかを調査した。
①接続助詞的な機能を持つ体言で，時間を示す語の中では一番事例の多かったトキ
















































％ 9.7 76.9 13.3 100
実数 19 150 26 195
9.7 76.9 13.3

























joho/kakuki/01/tosin06/index.html　観覧日 2020 年 10 月 1 日）
野田尚史（1998）「『ていねいさ』からみた文章・談話の構造」『国語学』194　国語学会
三尾砂（1942）『話言葉の文法　言葉遣篇』帝国教育会出版部
南不二男（1974）『現代日本語の構造』大修館書店
嶺田明美（2019）「従属節内の丁寧体と非丁寧体―接続助詞に接続する文体について―」『学苑』939　昭和女子
大学近代文化研究所
嶺田明美（2020）「連体修飾節における丁寧形と非丁寧形について」『学苑』951　昭和女子大学近代文化研究所
 （みねだ　あけみ　　日本語日本文学科）
